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教育情報のトータル・システムについて（熊谷）
　5．最　　後　　に
　これまで教育情報トータル・システムの基本となるファイル・システムについて考察し
て来たが，このファイル・システムを確立するということは，全体のシステムの90％が完
成したといっても良い程コンピュータ・システムにとって重要なものである。
　何を情報とし，どのような方法で収集するかは，情報源が個々の人格を持った人間であ
るが故に，大変むつかしい問題である。間違って情報を処理したり，又間違った情報の定
量化のために教師が自主性を失ない，児童・生徒が意欲を失なってはならない。この意味
からも情報ファイルに蓄積する情報については，現場の教師と充分な検討と研究がますま
す必要になる。
　この他，現在，また今後とも我々に課せられている問題は，変化しつつある現代社会に
おける教育に適合する新らしい総合的な測定法の研究であろう。これにより，より精密
に，そして効果的に教育目標の分析，評価が出来，時系列的に，また段階毎に児童・生徒
の変化，進歩を把握することができる。これは同時に，児童・生徒自身も自分に対する客
観的視点をもつことを意味するものであろう。
引　用　文　献
（1）Roger　W．　Christian星The　Electronic　Librbry：Bibliographic　Data　Bases　l975－76”，
　Knowledge　Industry　Publications，　New　York，1975
（2）Susan　K．　Martin，“Library　Network，1976－77”K：nowledge　Industry　Publications，
　New　York，1976
（3）小林一也黙子どもの入事情報システムの活用”，坂元昂編「講座教育のシステム化」，3学習集
　団のシステム化，明治図書，1975，p26
（4）本村捨雄，中山和彦“コンピュータ利用の教育システム”，教育工学研究成果刊行委員会編「教
　育工学の新しい展開」，第一法規，1977，p301
（5）F．J．クロッソン，　K・M：セイヤー共編／高野守正・星野慎吾共訳「報報工学と哲学」，培風
　館，1974，pユ55
（6）梶田叡一，　「教育における評価の理論」金子書房，1976，p31
（7）司馬正：次「教育とコンピュータ」，培風館，1972，p141
（8）藤田恵璽・渋谷憲一・梶田叡一訳「教育評価法ハンドブック」，第一法規，1976p365
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　　コンピューターを利用した児童・生徒情報処理システムの例一
　　ホリストン中学における評価システムのフローチャート
インプット
テスト結果 検索要求 ・補正すべき資料
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・テストの採点
・項目分析
・生徒に関する
最新のプロフィル
・選択と
・最：新のファイル
・ファイルの選択
・テしタの分析
・報告書の準備
磁気ディズク記憶装置
学習課題
の分析
制御目録
測定項目
のプール
生徒情報
・生徒の得点
・項目の分析結果 ・報告書
アウトプット
（9）G．L．　Masemore，　J．　E．　Seebold，【くA　Data　Base　ApProach　to　Pupll　Information”，
　Journal　of　Edtlcational　Data　Processin9，　Vo1ユ4，　No　1，1977
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3）Wllllam：H．　Roe（渡辺孝三監修，山口操，酒匂一雄共訳）更くSchool　Business　Managernent”，
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4）　Julius　T．　Tou一驚Advances　in　Informatlon　Systems　Science　Volume　5”，　Plenum
　press，　New　York，1974
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6）　ドベス／ミァラレ編，（波多野完治，手塚武彦，滝沢武久監訳）「教育と社会」白水社，ユ977
7）藤田広一「教育情報二〔学概論」昭晃堂，1975
8）L．V．ゴードン，（菊池章夫訳）「価値の比較社会心理学」川島書店，1975
g）　安田三郎「社会調査ハンドブック」有斐閣双書，1973
10）モーリス・ド・モンラン，（山内光哉，大村白道共訳），「プログラム教授法」，白水社，1974
11）V．グルシコフ，V．モーイェフ著，（田中雄三訳）「コンピュータと社会主義」，岩波新書，1976
12）四方実一，「学校教育における測定と評価」，明治図書，1971
13）　米国情報処理学会連合システム改善委員会編（横山保・萬代三郎監訳），「セキュリティ」，秀
　潤社，ユ976
14）　ドン・B・パーカー（羽田三郎訳），「コンピュータ犯罪」，1977
15）岩尾達男，「なぜコンピュータを使うのか」日本能率協会，1977
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